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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

 

 本研究は、ドイモイ政策に代表されるベトナムの改革・開放路線とともに、本格

的に出現したメコンデルタ地域の稲種子生産組織の動態的な側面に注目し、そのネ

ットワーク、人々の社会的な実践を、フィールド調査に基づき明らかにすることを

目的とした。従来の「緑の革命」をめぐる議論では、高収量品種をはじめとする技

術の経済的、社会的な評価が行われた。他方で、このような技術の普及・拡散にお

けるローカルなネットワークや近代種子の分配をめぐる社会的な関係は、等閑視さ

れる傾向にあった。本研究では、このような研究動向を、地域研究の視点から批判

的に検討し、メコンデルタの村落社会の動態的な側面を明らかにしようと試みた。  

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

 

 本研究は、ドイモイ政策に代表されるベトナムの改革・開放路線とともに、本格

的に出現した、メコンデルタ地域の稲種子生産組織の動態的な側面に注目し、その

ネットワークおよび人々の社会的な実践を、フィールド調査に基づき明らかにする

ことを目的とした。  

 なお、本研究は、申請者が研究分担者として参加した 2003 年度立教 SFR 単独研

究科プロジェクト研究（研究代表者：豊田由貴夫・文学研究科・教授）の問題意識、

方法論を援用し、それを特定の課題・特定の地域に焦点をあてた継続的な学究活動

であった。  

 

 本研究では、上記のような研究目的に関して、より具体的なデータを収集するた

め、現地（ベトナム）の大学を受け入れ機関として、 2004 年 11 月～ 2005 年 2 月に

かけて海外調査を実施した。  

海外研究は以下の 4 点を主たる目的として行った。それぞれ①大学・研究機関で

の聞き取り、②村落調査、③文献・資料の収集、④行政機関での聞き取り、である。

特に、フィールド調査では、①高収量品種の分配・普及をめぐる行政機関・研究機

関と種子生産組織のネットワーク、②種子生産組織と種子生産農家との間の相互作

用、③種子生産農家の社会的な実践、を着眼点とした。  

 

海外研究の結果、以下のような点が明らかとなった。  

調査地のあるメコンデルタの一つの省では、主として輸出米の品質向上を目指し

て、ここ数年来、地元のメコンデルタにある研究機関と地方政府が協力して稲種子

生産の技術普及に努めてきた。技術指導のプロセスには、二つの段階がみられた。

第一段階では、両機関の指導のもと、2004 年の乾期末までに計 8 回の技術講習会が

同省の各行政村で開かれた。その一つの講習会（ 2001 年 4 月～ 8 月）では、すでに

研究機関との関係をもっていた農家が主体となって、この講習会を期に種子生産組

織を設立し、研究機関による直接的な技術指導がその組織の参加者に対して行われ

た。参加者は、組織の設立者と同じ農業協同組合の加入者、ないし組合員と親戚関

係にある農家など、より情報を得やすい立場・地位にある人々であった。したがっ

て、この種子生産組織は必ずしも末端行政機関の管轄に縛られず、その行政区分を

越えるネットワークを形成した。結果として、当初、省政府主導という「公共性」

をもっていた種子分配政策は、その実施段階において、既存の社会的な関係を利用

することにより、選択的・排他的な技術（新品種）の拡散を引き起こした。また、

この技術指導に関する資金は、主として省政府の援助により賄われた。さらに講習

会終了後、参加した農家は稲種子を省政府の補助金付きで購入する権利を得た。  

2004 年の春夏作以降、より多くの講習会を開設するために、第二段階として、そ

の管理・指導が下位行政組織に移行した。下位行政機関では、技術指導員に対する

教育を行い、技術普及のための基盤整備に努めた。この省では 2004 年の二作期（夏

秋作・秋冬作）だけで、合計 132 回の講習会が開かれた。第二段階では、研究機関

による直接的な技術指導は行われず、その指導が各行政機関に所属する技術指導員

の手に委ねられた。第二段階に至り、種子生産計画を遂行するための資金不足が顕

著になった。このような資金不足は、指導員の質の向上を困難にさせ、結果として、

参加農家が新技術に対して多様な解釈を行う要因となった。また、参加する農家の  
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研究成果の概要 つづき  

 

技術取得の意欲を低下させ、講習会からの離脱者を生み出した。第一段階でみられ

た、種子購入に対する省政府の補助金は、第二段階の講習会に参加した農家には十

分に供与されなかった。したがって、第二段階においては、第一段階と比較して、

行政側の技術普及に関する拘束力が相対的に弱まった。  

このような技術普及のプロセスを要約すると以下のようになる。地方行政政府は

開発された稲の新品種を組織的に分配しようと試みた。しかし実際には、その技術

が既存の社会的な関係を通じて選択的に普及した。また、ローカルな場所では、そ

の社会的な関係に基礎づけられた新たなネットワークや組織が創出された。種子生

産に取り組む農家は、自らの生活戦略として、すでに構築された社会的な関係や政

治的な立場を利用しつつ新技術の吸収に努めた。しかし、財政的な援助の削減や指

導力の低下などにより、種子生産に対するインセンティブが低下すると、組織から

の離脱という形式で技術普及に対する消極的な反発が生じた。  

つまり、すでに多くの先行研究が示してきたように、近代化のプロセスは、化学

肥料・農薬・近代品種（高収量品種）がパッケージ化された資本多投型で相対的に

リスクが大きい農業技術を画一的に普及させた。しかし、画一的にみえるプロセス

では、それぞれの農家のもつローカルなネットワークや社会的・政治的地位、技術

を提供する側の財政力・指導力により、その経済的なメリットやリスクが一様では

なく、多様な実践を生み出している。言い換えれば、グローバル化に対するローカ

ルな主体からの反発・習合・受容などの相互交渉が観察される。  

 

 最後に、今回の海外研究期間中で入手した文献を列記する。なお、多数あるため、

一般流通ルートでは入手できない資料・統計のうち、特に本研究に関連深いものの

みを提示する。  
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